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石井表記ソーラー株式会社における火災発生による 

経緯および損害の影響結果に関するお知らせ 
 

平成22年９月２日に発生いたしました当社連結子会社である石井表記ソーラー株式会社の排水処理

棟の火災事故につきまして、経緯および影響の最終的な結果につきましてお知らせいたします。 

また、改めましてこの火災により、地域の皆様をはじめ、関係各位にご迷惑、ご心配をお掛けいた

しましたことを深くお詫び申し上げます。 

 

記 

 

１．火災発生からの経緯 

   この度の石井表記ソーラー株式会社の火災は、排水処理棟の一部焼損に留まり、負傷者、近隣建

物への延焼も無い状況から、生産への影響はあまり無いものと判断しておりましたが、発生原因の

特定が難しく、併せて排水処理設備のうち被害を受けた装置は全損となり、排水処理能力の低下が

確認された事から平成22年９月10日より自主的に操業を一時停止いたしました。 

   その後、出火原因の特定は困難と判断し、現在の仕組みのまま復旧はせず、再発リスクのない排

水処理の仕組みを一から見直し、併せて増産へも対応できるように検討、改修を進め平成22年10月

４日より試験的に操業を一部再開いたしました。 

   50％程度の生産稼動から徐々に生産量を上げ、現在では火災発生前の生産状態に戻り、通常操業

しております。 
 

２．事業に及ぼす影響 

   火災により被害を受けた資産に対する実質損害額は、ほぼ全額が保険で補償されたことにより、

影響はございませんでした。 

   また、この火災による操業の一時停止などによる売上高への影響額は個別で６億85百万円の減少

が見込まれましたが、火災発生前の販売が好調であったことおよび通常操業に戻るまでの間、他の

外注先への生産調整などにより生産減少分を補った結果、影響はございませんでした。 

 

以 上 


